
 

 
 

 
 

  

例会変更のお知らせ 
2020 年 9 月  

15火  犬山             休会【サイン受付なし】   

           瀬戸北     休会【サイン受付なし】 

17木  江南           【ビジター・サイン受付なし】 

21月  名古屋空港   法定休日【サイン受付なし】 

22 火  犬山              休会【サイン受付なし】     

瀬戸北     休会【サイン受付なし】 

例会予定 
<<<<9 月 16 日（水）>>>> 

   パスト会長 亀井勝君 「私の 45年」 

パスト会長 大竹一義君 

         「地区幹事を振り返って」 

<<<<9 月 23 日（水）>>>> 

休会 

<<<<9 月 30 日（水）>>>> 

青山稔君  「コロナ禍における 

  米山帰国困難者への対応」 

 

 

第２９３９回例会挨拶 会長 松村晋也君 
 

  

前回例会 記録 

2020 年 9 月 2 日 第 2939 回例会 
・出席報告  会員数 55 人中出席 42 人 

                 出席率    76.36%  

・行事  

①米山カウンセラー委嘱状授与  

野田由紀子君 
②米山委嘱状（クラブ）披露 

③2020 学年度米山奨学生 

 イ・チェリムさんに 9月分奨学金授与 

・本人誕生日 大澤英雄君 刑部祐介君 

 江坂正光君 佐野一二君 鈴木光彦君 

・ご夫人誕生日  

金谷康正君ご夫人津由子様 

     大澤英雄君ご夫人裕子様        

          大原道夫君ご夫人恒子様 

          青山貴彦君ご夫人智子様 

          高橋信郎君ご夫人真紀様 

・卓話    

 パスト会長 加藤 光哉君 

「思いつくままに」  
 

岩倉      法定休日【サイン受付なし】 

      名古屋城北  休会【サイン受付なし】 

24木  江南      休会【サイン受付なし】 

25金  春日井     休会【サイン受付なし】 

           尾張旭     尾張旭市商工会館  

３Ｆ事務所前〔10時～14時〕 

  29火  岩倉      オンライン体験例会【サイン受付なし】 

      名古屋城北    移動例会【サイン受付なし】 

瀬戸ロータリークラブ会報 
２０２０～２０２１ ＲＩ.２７６０地区  

 

 

２０２０年９月１１日発行  第２７６３号    

本日のプログラム 
２０２０年 9 月１１日(金) 

通算第２９４０回例会 

本年度 第 7 回  

場所 : サンプラザシーズンズ  

ガバナー公式訪問例会次第 
・開会点鐘 

・「君が代」「奉仕の理想」 

・出席状況 

・会長挨拶 

・幹事報告 

・委員会報告/その他の報告 

・卓話  RI第 2760 地区ガバナー 

君 

「ガバナー公式訪問に因んで」 

 

 

 

 

こんにちは。本日は 2939 回の例会であり

ます。まず本日のゲストをご紹介いたしま

す。2020 学年度、米山奨学生イ・チェリム

さんです。本来なら 8月の 19日、26日に

例会を予定しておりましたが、急遽愛知

県の緊急事態宣言を受けて例会を中止と

させていただきました。さて 9 月は基本的

教育と支持率向上月間です。そしてロー

タリーの友月間ということで、月間としては

沢山あります。昨日 9 月 1 日、日本では

防災の日になっております。この防災の

日とロータリーとの関わりについてお話し

したいと思います。防災の日がどうして 9

月 1 日になったかというと 1923 年、大正

12年の 9月 1日午前 11時 58分に東京

を中心とした関東で大きな地震が起きま

した。どのくらいの大きさという事が当時の

観測機器からは出すことが出来なかった

ようです。ただ一説によりますと震度 7 くら

いはあったのだろうと言われております。

この頃、日本の家屋は全て木造、そして

起きた時間がお昼の用意をしている時間

で火事を伴い災害が非常に大きくなりま

した。死者が約 9 万人、行方不明が 4 万

2千人、全焼家屋 45万戸、罹災者が 340

万人というまさに未曽有の大惨劇になりま

した。被害総額が当時のお金で 46 億円

でした。問題は 1923年から遡ること 3年、

1920年 10月 20日に東京ロータリーがで

きました。当時の東京ロータリーのチャー

ターメンバーというのはまさに東京財界の

方々が集まり立ち上げた会でした。です

から個人的な相互扶助みたいなものは必

要なく、組織に対しての規約や定款を守

るという意識が低かったようでございま

す。しかも東京ロータリーは最初例会が

月に 1回ということで、皆さんお忙しいとい

うことで欠席が多かったり、或いは流会に

なったり、組織の存続すら危ないと言われ

ることがあったそうです。ところが 3年後に

起きた関東大震災という惨劇が世界中に

行き渡り、RI の行動が非常に早かったの

です。時の RI の会長ガイガンディカーが

大阪ロータリーを通して見舞電報と見舞

金、当時のお金で 25,000 ドルをすぐ送っ

てきたそうです。そしてシカゴクラブから

1,500 ドル、サンフランシスコ、ニューヨー

クから各 1,000 ドルと次々にアメリカ、イギ

リス、カナダと全部で 503 のクラブから見

舞金、義援金、義援物資が総額 89,000ド

ル送ってきたとのことです。このようなこと

を目の当たりにした東京ロータリーはロー

タリーの友情の深さ、行動の早さ、資金の

多さというようなものに改めて目を見張りま

して、我々はこんな事ではいけないと定

款を変えて週に 1 回の例会になり、出席

率も非常に良くなったと言われます。日本

的には非常に悲劇的な関東大震災でし

たが、ことロータリーに関しましてはまさに

雨降って地固まるではありませんが、そこ

から意識の改革が起きたそうです。以上、

防災の日とロータリーとの関わりについて

お話しさせていただきました。どうも今日

はありがとうございました。 

 



 

 

 

 ニコボックス報告 
2020 年 9 月 2 日例会 
イ・チェリムさん、大変でしたね。これから楽しくお付き合い下さい。会長 松村晋

也、幹事 加藤一夫 

パスト会長 加藤光哉君の卓話を楽しみにしています。会長 松村晋也、幹事 加

藤一夫 

イ・チェリムさんの 1年間のご健康とご活躍をお祈りします。米山委員長 大澤英雄 

イ・チェリムさんようこそ。やっとお会いできましたネ！よろしくです。加藤定江 

ようこそ米山奨学生イ・チェリムさん。青山稔 

チェリムさんようこそ！ やっと会えましたね。瀬戸 RC で一緒に楽しみましょう。野

田由紀子 

卓話を一生懸命努めます。聞いて下さい。加藤光哉 

誕生日をお祝いいただきありがとうございます。佐野一二 

誕生日のお祝いを頂きましてありがとうございます。69才になりましたが、古希の祝

いは数えですか？ 満でしょうか？ 鈴木光彦 

誕生日をお祝いただきありがとうございます。刑部祐介 

先日、新しい事務員さんの採用面接をした後で、私以外の全員が今の人は江坂

先生には合わないと思うと言い出しました。理由は「真面目で几帳面そうだから」と

いうことのようです。どういうこと？ 誕生日をお祝いいただきありがとうございます。

江坂正光 

誕生日を祝って頂きありがとうございます。大澤英雄 

妻の誕生日を祝って頂きありがとうございます。金谷康正 

妻の誕生日を祝って頂きありがとうございます。大澤英雄 

妻の誕生日をお祝いしていただきありがとうございます。子供がよく食べるのでお米

大変助かります。青山貴彦 

妻の誕生日をお祝い頂きありがとうございます。大原道夫 

家内の誕生日をお祝い頂きありがとうございます。高橋信郎 

パスト会長卓話、加藤光哉さん、先陣を切って下さり、ご苦労様です。長い、長いお

付合の中の懐かしい話も楽しみにしております。寺田悟 

加藤光哉さんの卓話を大変楽しみにしております。大竹一義 

本年のせともの祭はコロナ禍の中で中止になりましたが,WEB 上で陶器市を開催し

ます。9月 11日から 13日の 3日間、65社の参加で行ないます。「2020WEBせとも

の祭陶器市」で検索して下さい。寺田悟、松本哲也 

ありがとうございます。ちょっとだけお休みします。刑部祐介 

野田先生、大変ありがとうござました。助かりました。江坂正光 

早退します。近藤三博 

光哉さん、卓話拝聴したいのですが、大変申し訳ありません。泣く泣く早退させて頂

きます。江坂正光 

パスト会長 加藤光哉君の卓話を楽しみにしています！ 
青山貴彦、青山稔、井上博、大原道夫、岡村肇、梶野輝雄、勝谷哲次、加藤五津

美、加藤克己、加藤恵子、加藤定江、加藤捷、加藤眞言、加藤陽一、加藤令吉、

金谷康正、亀井勝、小池芳樹、小林稔、鈴木政成、鈴木光彦、高橋信郎、田中靖

達、野田由紀子、水野和郎、山口記由、山本英雄、與儀武蔵 

2020-21 年度理事・役員・委員長に就任して 
大澤英雄 

9 月の誕生日おめでとうございます！ 
大竹一義、大原道夫、加藤五津美、加藤一夫、加藤眞言、亀井勝、小林稔、田中

靖達、與儀武蔵 

 
 

パスト会長 加藤 光哉君 

「思いつくままに」 

 
 私は昭和 50 年(1975 年)に入会した。以来 45 年経つ。過去を振り返り思いつく

ままに述べたいと思う。 

 ロータリアンには三大義務がある。「会費の納入」「例会の出席」「ロータリー誌の

購読」だ。 

 先ずロータリー誌について述べると、本来は「ロータリーの哲学」「奉仕の理念」

を会員に理解させるために伝達し、人材育成のための種々項目について論説あ

るいは解説に重きが置かれている。最近は会員の意見や奉仕の実践事例「ロー

タリーアットワーク」のような記事が掲載されるようになり、ロータリークラブがともす

ればボランティア団体の一つであるかのような掲載は如何なものかと思う。 

 次に「例会の出席」について、例会の目的は「親睦」(Fellowship)即ち「仲間であ

ること」「仲間意識」「連帯感」を深めると共に、会員が種々情報を吸収し職業倫理

を高揚し、社会のため企業と経営者自らの品位を向上させる場とする。 

 例会場には受付で「ニコボックス」に出会う。ロータリアンが原則週一回の例会

毎に喜ばしいことを作り出す又は見出し、喜びを込めてニコニコと寄付をする。会

員が極力それに努めることは大変望ましいことだと思う。しかし個人情報云々のた

めか、最近はその機会が少なくなったように感ずる。喜ばしいことが多いことは望

ましいことであり、今後その機会がより多くなることを期待する。 

 例会は通例として、会長挨拶に始まる。毎年会長が代わるごとにその持ち味も

変わり、それぞれの個性豊かな挨拶を大変楽しみにしている。  

中には一年を通じて最初から最後まで「川柳」を、そしてガバナーの公式訪問

時にも平常通りに話された。大変ユニーなクラブとして他クラブにも紹介され、地

区内の話題となったこともある。 

 卓話は会員の質的向上のための知識や情報の提供は勿論のこと、情緒や感性

を養う「バイオリン」や「新内」を聴く機会もあり、大変バラエテイに富み楽しい思い

出もある。 

 また、わがクラブでは 1989年時より新入会員の入会式をその機会ある毎に行っ

ているが、分区代理(現ガバナー補佐)の公式訪問時に注目され、分区内各クラ

ブでも是非行うようにと、IM の開催時に参集の会員の前で模擬入会式を披露し

たこともある。 

 次に地区の変遷について述べると、入会時(1975 年)は、第 360 地区といい、長

野県と愛知県の両県をテリトリーとしていた。その後地区名のみ第 260 地区に代

わり、さらに 1988年 7月からは第 276地区となり長野県を分離し、単独愛知県の

みのテリトリーとなった。1991年 7月からは名称が現在の第 2760地区になった。 

 地区が両県にまたがった当時は、ガバナーが愛知県 2年、長野県 1年の割合 

で輩出した。従って 3 年に一度は長野県で地区大会が開催され、一泊で参加

するのも楽しみの一つだった。なお、地区が両県にまたがったよしみで諏訪 RC

と友好クラブの関係を持つこととなった。 

 RI には親睦活動グループがある。入会間もない 3 年目に親睦活動副委員長

を拝命した折に、何か新しいことをと見出したのがこれであった。会員に話しか

けたところ、3 人の会員がゴルフと切手と骨董の収集に興味を持たれた。ゴルフ

についてはセントアンドリュースの本部に入会登録された。切手と骨董について

は加入登録に必要な事前の申告が大変厳格のため辞退された。 

後日談だが、ゴルフも海外の世界を代表する素晴らしいゴルフ場で、競技は 4

日間プレー等々と分かり結果として辞退された。懐かしい思い出だ。 

現在の RI 親睦活動グループは 90 種類もあり、その一つに囲碁同好会

(GRFR)がある。2000 年 3 月に日本、韓国、台湾、米国（ハワイ）で結成された。

わが街瀬戸市の藤井聡太さんが棋聖と王位の二冠を達成されたこともあり、グ

ループの中に将棋が加わることを期待している。 

 2007 年ロータリーは戦略計画の一環として、5 つの価値観が基本的特徴であ

りロータリーブランドだと決めた。 

親睦・高潔性・多様性・リーダーシップ・奉仕である。 

そんな中でロータリーは創設時より特に「多様性」を重んじてきた。その結果、

具体的には宗教・政治信条の自由を認め、逆にそれをロータリーの場には持ち

込まないようにした。 

 身近な例を述べれば、会員それぞれが個性を大切にして、一様単一にはなら

ないようにクラブではユニホームを作らないのも、また例年行っている年末家族

会も、宗教に関係のあるクリスマスパーティとしては行わないのもその所以であ

る。 

 ロータリーに多様性を認めれば自ずと『寛容』が大変大切だ。 

ポールハリスが大勢のロータリアンに向かって何か一言叫んでほしいと言われ

れば躊躇なく『寛容』と叫ぶだろう。と述べた有名な話がある。 

 ロータリーも時代と共に変わらなければならないと言われている。 

世の中には変えてよいことと、変えねばならないことも確かにある。 

然しながら変えてはならないこともある。 

ロータリーの今日まで述べられてきた目的、即ち「奉仕の理念」「ロータリーの哲

学」は変えてはならない。目的を実践する手段や方法は時と共に変わることもあ

ると思う。 

 ロータリーを山に例えることはご無礼かもしれないが、その頂点は 

第一標語「超我の奉仕」であり、第二標語「最もよく奉仕する者最も多く報いられ

る」である。 

山登りには頂点を目指して進むコースの選択が必要となる。毎年 RI会長がそ

のコース道標をテーマとして示す。 

これを地区ガバナーはより具体的にその方針として示し、クラブ会長が身近なク

ラブ方針として会員に伝え、個々の会員は頂点に向かって少しでも近づこうと

日々努力する。これがロータリーのあるべき姿ではなかろうかと思う。 

残念に思うことは公共イメージ向上を意識してか、時として本来の会員向けの

道標ではなく、ロータリーを宣伝するためではないかと思われるような RI 会長テ

ーマが示されることだ。 

 過去にロータリアンに好評だったテーマHugh M.Archerの EnjoyRotary (ロー

タリーを楽しもう)がある。楽しみながら奉仕の理念を学び個々のロータリアンがよ

り向上し、職域は勿論自らの業界、ひいては地域社会にロータリーの言う「奉仕

の理念」そしてその実践を広めることが大切だと思う。 

 

 

 

卓 話  

;etラム 

 

 

 

 

 2020～2021 瀬戸ロータリークラブ 会報 

 


